	小規模多機能型居宅介護「サービス評価」　総括表


	法人名
	社会福祉法人
章佑会
	代表者
	馬場　康雄
	
	法人・
事業所
の特徴
	法人理念（「あらゆる人に生きる夢と勇気と希望を提供する」）のもと、高齢者、障害者、また地域のあらゆる人が住み慣れた地域で生き生きと安心して生活をしていただけるよう、その方の状態や希望に合わせ「通い」「訪問」「宿泊」を組み合わせたサービスを提供し可能な限り在宅生活を継続できるよう支援します。

	事業所名
	やすらぎガーデン・
石神井台
	管理者
	齋藤　維彦
	
	
	


	出席者
	市区町村職員
	知見を有するもの
	地域住民・地域団体
	利用者
	利用者家族
	地域包括支援ｾﾝﾀｰ
	近隣事業所
	事業所職員
	その他
	合計

	
	１人
	0人
	４人
	0人
	0人
	1人
	0人
	3人
	0人
	　9人


	項　　目
	前回の改善計画
	前回の改善計画に対する取組み・結果
	意見
	今回の改善計画

	Ａ．事業所自己評価の
確認
	・事業所評価をもとに、スタッフ間同
士で情報共有し共通意識を高めてい
く。
	・改善計画を全体ミーティングで伝え
　るのみで改善する計画は出来なかっ
　た。
	・改善計画を、毎日の業務で取り組めるように、全体ミーティングでも取り上げていく。
・掲示はしてあるが、掲示の告知がないのであまり見られていない。
	・毎月のスタッフミーティングで、
自己評価や改善計画にについて
話し、振り返る時間を設ける。
・改善計画の掲示、その告知をして、情報を共有していく。

	Ｂ．事業所の
しつらえ・環境
	・玄関周りの整理や衛生管理を徹底し
ていく。
・地域の方が施設に目が行くように、
掲示板やボードを使用して活動を
周知していく。
	・玄関周りの整理については行うこと
が出来たが、継続が出来なかった。
・掲示板の活用については行事や活動の周知は出来た。

	・感染拡大防止の観点から、施設開放は難しいがその分掲示板等を利用して、　情報を発信していけるといい。
	・コロナ感染拡大防止と、施設認知や
　施設開放が両立できる方法を考えて行く。

	Ｃ．事業所と地域の
かかわり
	・定期的に掲示板などで施設の取り組
　みや活動の機会を掲示していく。
	・コロナの影響もあり地域活動や施設行事も開催できずにいたため、
	・施設のイベントはもう少しアピールが必要なのでは。
・掲示板は、毎日見るのが楽しみです。
・掲示板にもっと、介護の情報などをのせてもいいのではないか。
	・引き続き、感染拡大防止に留意しつつ、新しい地域との関り方を考えていく。
・掲示板で、介護の情報、区のＨＰへの誘導等も考える。

	Ｄ．地域に出向いて
本人の暮らしを
支える取組み
	・施設全体で地域活動への参加が出来る様にしていきたい。
・利用者に関係する地域資源の開発をしていきたい。
	・お店等にも出向き、利用者を通してつながることが出来た。
・行事の年間計画は立てたが、
スタッフ全員が地域と関わるまでは至らなかった。
	・地域のイベントには、積極的に参加されていました。
・日常的な地域の人とのかかわり方もいいと思います。
	・地域の活動には引き続き、年間計画を立てて参加させて頂く。
・利用者の生活を支える社会資源との交流を深めていく

	Ｅ．運営推進会議を
活かした取組み
	・運営指針会議で出た意見や情報などを生かし施設運営に生かしていく
	・運営推進会議の議事録は閲覧出来るが、周知されていないので全員が見ているわけではない。
・全体ミーティングで運営推進会議の話は出来た。
	・施設、地域、行政を結ぶ運営推進会議の意義を皆さんに理解してもらってください。
・情報の共有は最重要です。大変ですが頑張ってほしい。
	・運営推進会議の結果を全体ミーティングでも話す。
・運営推進会議の情報を共有し、理解をより深める取り組みをしていく。

	Ｆ．事業所の
防災・災害対策
	・建物全体の防災訓練の計画を再検討
する。
・地域の防災に関する知識を深め、防
災計画に役立てていきたい。
	・防災計画は掲示、閲覧できるようになった。
・総合防災訓練は行えた。
・地域の方、施設以外の人の訓練への参加は出来なかった。
	・運営推進会議のメンバーが防災訓練に参加できる機会を作ってほしい。
	・引き続き年２回は総合訓練を実施
する．

・地域の方の防災訓練への参加を研究する。


